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過程 3 : アニリンからスルファニル酸へ





［化学反応式］








［手順］


ビーカーにアニリン31 g (1/3mol) (市販のアニリンを使用) をとり、かきまぜながら、濃硫酸を約100ccを少しずつ加える。すると非常に激しい反応が起こり、結晶性の酸性硫酸アニリンの白色塊ができる。（1/3の量で反応は終わるが残りを加える。）


できた溶液を油浴に浸し、190°C に保って約 3 時間 30 分加熱する。【図１】


熱し終わったら、冷水にかき混ぜながら加える。すると、スルファニル酸の白色塊が析出する。


液が冷えてからろ過する。ろ過するとろ紙に紫色の粉末が残る。


ろ過した粉末を熱湯に溶かして、活性炭を入れ、脱色し、熱いうちに吸引ろ過する。すると、真っ白できれいな結晶が沈殿する。【図２】


それをろ過し、105°C で乾燥させる。











［結果］


スルファニル酸19.695 g（収率34.1%）


（硫酸との反応で急な発熱のため突沸して、途中の液体のうち半分を失ったために30% という低い収率になったと思われる）
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